
平成２５年度
相談支援事業者集団指導
資料
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日時：平成２５年１２月２日（月）１３時３０分～１７時
場所：川崎市役所第４庁舎 ２階ホール

川崎市市民・こども局こども本部こども支援部こども福祉課



本日の流れ

１ 障害児支援について

２ 川崎市内の現在の状況

約３０分のお時間をいただきます…



１ 障害児支援について

3

障害のある児童が身近な地域で適切な支援が受けられるようにするとともに、
併せて年齢や障害特性に応じた専門的な支援が提供されるよう質の確保を図る。

①障害児施設の一元化

障害種別で分かれている障害児施設を、通所による支援を「障害児通所
支援」、入所による支援を「障害児入所支援」にそれぞれ一元化

②児童発達支援

主に未就学の児童を対象とした、集団生活への適応訓練

③放課後等デイサービス

学齢児を対象とした、生活能力の向上のために必要な訓練

④保育所等訪問支援

児童が集団生活に適応できるように、訪問して行う専門的な支援

⑤入所期間の延長措置の見直し

１８歳以上の障害児施設入所者に対し自立支援法に基づく障害福祉
サービスを提供し年齢に応じた適切な支援を提供



①障害児施設・事業の一元化
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障害児通所支援について
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１ 各障害種別から３障害対応へ

身体に障害のある児童、知的障害のある児童、精神に障害のある児童（発達障
害を含む）。また、手帳の有無は問わず、児童相談所、地域療育センター、医
師等により療育の必要性が認められた児童も対象

２ 区役所再編

改正児童福祉法における障害児通所支援の実施主体を市町村とすることにより、
児童発達支援とホームヘルプサービスなどの支援を同じ窓口で利用可能となる。

相談窓口
保健福祉センター児童家庭課
児童家庭相談サポート担当
又は
地区健康福祉ステーション
児童家庭係

申請受理・支給決定
保健福祉センター高齢・障害課
障害者支援係
又は
地区健康福祉ステーション
高齢・障害係

地域療育センターを一日でも利用する場合は、
地域療育センターが申請の窓口になります。

閑話休題



障害児入所支援について
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１ 各障害種別から３障害対応へ

身体に障害のある児童、知的障害のある児童、精神に障害のある児童（発達障
害を含む）。また、手帳の有無は問わず、児童相談所、地域療育センター、医
師等により療育の必要性が認められた児童も対象
※３障害対応を原則とするが、障害の特性に応じた支援の提供も可能
（ただし医療型の対象は、自閉症児、肢体不自由児、重症心身障害児）

２ 様々な障害や重複障害への対応

●従来の障害種別の施設と同等の支援を確保するとともに、主たる対象とする
障害以外の障害を受け入れた場合に、その障害に応じた適切な支援を提供
（医療型はこのほか治療を行う）
●１８歳以上の障害児施設入所者は、障害者施策で対応することとなることを
踏まえ、自立（地域生活への移行等）を目指した支援を提供。

３ １８歳以上の障害児施設入所者への対応（⑤）

●障害者自立支援法の障害福祉サービスにより年齢に応じた適切な支援を提供
※入所支援を受けなければその福祉を損なうおそれがあると認めるときは満
２０歳に達するまで利用することができる。

閑話休題



②児童発達支援
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【概要】
日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応
訓練を行う。

【児童】
主に未就学の児童

●通所支援の他、身近な地域の
障害児支援の拠点
①地域の障害児や家族への支援
②地域の施設に対する支援を実施
●関係機関等との連携による地域
支援体制の強化

（１）児童発達支援センター （２）児童発達支援事業

●専ら通所利用の支援を行う身近な
療育の場
●児童発達支援センターより
緩やかな実施基準とし設置促進
●児童発達支援センターとの支援
ネットワークにより地域をカバー、
センターの支援による質の向上

旧児童デイサービス事業地域療育センター



③放課後等デイサービス
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【概要】
学校通学中の障害児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇中において、生
活能力向上のための訓練等を継続的に提供することにより、学校教育と相まっ
て障害児の自立を促進するとともに、放課後等の居場所づくりを推進する。

【対象児童】
学校教育法に規定する学校（幼稚園、大学を除く）に就学している児童
※引き続き本事業を受けなければ福祉を損なうおそれがあると認めるとき
は２０歳に達するまで利用可能

事業所

Ａ特別支援学校 Ｄ特別支援学校

Ｂ小学校 Ｃ中学校

◎放課後利用
◎夏休み等の長期休暇利用
◎学校と事業所間の送迎

【提供するサービス】
●生活能力向上のために必要な
訓練、社会との交流の促進等
①自立した日常生活を営むために
必要な訓練
②創作的活動、作業活動
③地域交流の機会の提供
④余暇の提供
●学校との連携・協働による支援



④保育所等訪問支援
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【概要】
保育所等を現在利用中の障害児、又は今後利用する予定の障害児が、保育
所等における集団生活の適応のための専門的な支援を必要とする場合に、訪
問支援を実施することにより、保育所等の安定した利用を促進する。

【対象児童】
保育所や児童が集団生活を営む施設に通う障害児 ※個別給付のため障害受容が必要

【訪問先の範囲】
保育所・幼稚園・認定こども園・小学校・特別支援学校等

Ａ保育所 Ａ幼稚園

Ｂ幼稚園 Ｂ保育所

児童発達支援
センター

保育所等訪問支援

※集団生活への適応支援

●障害児が集団生活を営む施設を訪問
し、当該施設における障害児以外の
児童との集団生活への適応のための
専門的な支援等
①障害児本人に対する支援
②訪問先施設のスタッフに対する支援
●支援は１回／２週を目安
●訪問支援員は障害児施設で障害児に
対する指導経験のある児童指導員、
保育士



⑤入所期間の延長措置の見直し
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２ 川崎市内の現在の状況

1
1

①障害児通所支援事業所・障害児入所施設

市内で指定を受けている事業所一覧

②障害児タイムケアモデル事業

川崎市から委託を受けている法人が運営する、放課後等の支援

③障害福祉サービス・地域生活支援事業

１８歳未満でも使えるサービスについて

④その他事業

障害児に限定されない社会資源を中心に

川崎市内の障害児をとりまく社会資源についてまとめる



①障害児通所支援事業所・障害児入所施設
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児発 医療型 放デイ 保育所 福入所 医入所

○ ○ 1455000016

○ 1455000024

○ ○ ○ 1455600013

○（短） 1455600039

○ ○ 1455200053

○ 1455200046

○（短） 1455200079

○ 1455200111

○ ○ ○ 1455500015

○（短） 1455500023

○ ○ 1455600047

○ 1455600021

よろずえクラブ ○ ○ 1455100014

児童発達支援事業所ドナルド２ ○ ○ 1455200103

児童発達支援事業所ドナルド ○ ○ 1455300044

サポートセンターロンド ○ 1455400034

児童デイサービスドリーム ○ 1455400026

フルライフスマートケア川崎 ○ 1455300028

小杉タイムケアセンター ○ 1455200095

総合幼児教室　Ｌｅａｆジュニア川崎教室　総合発達コース ○ 1455000065

総合幼児教室　Ｌｅａｆジュニア溝の口教室　総合発達コース ○ 1455300051

発達療育　レンテ川崎 ○ 1455000073

放課後等デイサービス　あおぞら ○ 1455500080

放課後等児童デイサービス　スタンプ ○ 1455200152

カナガク自立支援学習センター放課後デイ　川崎新川通 ○ 1455000123

放課後等デイサービス　NEST ○ 1455200160

重症児・者福祉医療施設ソレイユ川崎

事業所名
事業の種類

事業所番号

川崎市南部地域療育センター

川崎市北部地域療育センター

川崎西部地域療育センター

川崎市中央療育センター



②障害児タイムケアモデル事業
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○こども文化センターや学校等で、放課後や長期休暇中に障害のある中高生を
預かり、集団活動を通して余暇活動支援とその家庭の地域生活を支援する。
○１日あたり１０人程度、送迎あり。療育手帳・身体障害者手帳等のない
児童でも対象となる。
○事業の運営については、法人に委託している。

＜運営の概要＞
平日（月～金） 放課後～１８：００
土曜・長期休暇中 １０：００～１８：００
日曜日、祝日、年末年始及び実施施設の休館日は休み。
＜保護者の費用負担＞
利用時間 １回あたりの負担額（目安）
４時間未満 ３１０円
４～６時間未満 ３９０円
６時間以上 ５００円
その他、おやつ代や送迎サービスにかかる費用、傷害保険加入等の実費

登録制、区役所への申請（⇒支給決定）は不要



②障害児タイムケアモデル事業
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地域 実施場所 委託法人
実施曜日

月 火 水 木 金 土

川崎区 田島養護学校 社会福祉法人青丘社 ○ ○ ○ ○ ○ ○

幸区
下平間こども文化センター

株式会社フルライフ
○ ○ ○

南加瀬こども文化センター ○ ○ ○

中原区 中部身体障害者福祉会館 公益財団法人川崎市身体障害者協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高津区
地域福祉施設ちどり

株式会社フルライフ
○ ○ ○ ○ ○

市立養護学校 ○

宮前区
白幡台こども文化センター

社会福祉法人長尾福祉会
○ ○ ○

宮前平こども文化センター ○ ○ ○

多摩区
長尾こども文化センター 特定非営利活動法人

療育ねっとわーく川崎

○ ○ ○

三田こども文化センター ○ ○ ○

麻生区
東百合丘こども文化センター 社会福祉法人なごみ福祉会 ○ ○ ○

片平こども文化センター 特定非営利活動法人わになろう会 ○ ○ ○

実施場所



③障害福祉サービス・地域生活支援事業等
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１ 居宅介護（ホームヘルプサービス）
（１）身体介護
（２）通院等介助
（３）育児支援

２ 行動援護

３ 重度訪問介護（１５歳以上）

４ 同行援護

５ 短期入所（ショートステイ）

６ 移動支援事業
（１）移動支援
（２）通所・通学支援
（３）ふれあいガイド企画型

７ 生活サポート事業
（１）あんしんサポート
（２）ファミリーサポート
（３）障害児重度訪問支援

８ 日中一時支援事業
（１）日中短期入所
（２）障害児・者一時預かり

無条件で使えるわけ
ではありません。
必ず利用条件を確認
してください！！



③障害福祉サービス・地域生活支援事業等

16

９ 重度障害者入浴援護事業
家庭において入浴が困難な重度の障害のある１２歳以上のお子さんに対し、

月に６回（７月～１０月は８回）、巡回サービスカーが家庭訪問し、浴槽を部
屋に持ち込み入浴サービスを提供します。世帯の所得に応じて費用負担があり
ます。

１０ 重度障害者訪問看護サービス事業
重度の障害者の方で、訪問看護ステーションまたは医療機関の訪問看護を利用
している方。ただし、運動機能が座位までで、レスピレーター管理が必要とさ
れるなど判定基準に定められた介護スコアの合計が２０点以上の場合に対象と
なります。（課税世帯：１回につき１，１９８円）

無条件で使えるわけ
ではありません。
必ず利用条件を確認
してください！！



④その他事業
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１ 地域子育て支援センター
親子のふれあいと遊び、子育ての悩み相談、情報提供等の場

２ 認可保育所
保護者の就労などで常時家庭で保育できない子を代わって保育する施設

３ 保育ママ
個人が、自宅や共同賃借のマンション等で、３人程度の子を保育する場

４ 認可外保育施設
入所要件や受入年齢、有資格者数や負担軽減等が様々だったが、再編中

５ 幼稚園
義務教育とその後の教育の基礎を培う場、学校教育施設

６ 学校
学用品費や給食費などを援助する就学援助制度がある

７ こども文化センター
集会室、図書室、遊戯室、学習室等があり、毎日開館している

８ わくわくプラザ
全ての小学生を対象に、学校施設を活用して遊びや活動支援を行う場

９ 民生委員児童委員・主任児童委員
身近な相談窓口、主任児童委員は児童福祉に関する事項を専門に担当

ほか、習い事や地域のサークルなど…



皆様

これからも障害児相談支援を

よろしくお願いいたします。



別紙３

小学生学齢 中学生学齢 高校学齢

0歳～1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳～11歳 12～14歳 15歳～18歳未満 18歳～

乳幼児期

療育・専門的
支援

区における
相談支援

健　診

相談支援
事業所

川崎市における障害児・発達に心配のある児童への支援施策 概要

在宅施策

入所施設

発達障害
等への
対応

妊娠
～出産

乳児院（市内2か所）／児童養護施設（市内2か所）

妊婦健診

先天性代謝異常検査

乳幼児健診（3か月・7か月・10か月）

1歳半健診(法) 3歳児健診(法)

障害児保育 ／ ろう学校幼稚部 障害児タイムケア

児童発達支援・放課後等デイサービス

補装具・日常生活用具

自立支援医療（育成医療・精神通院医療）

医療型障害児入所施設…ソレイユ川崎

福祉型障害児入所施設…中央療育センター（入所部門）

特別児童扶養手当／児童福祉手当

障害者更生相談所

精神保健福祉センター

就労移行支援

就労継続支援

自立訓練（生活・機能）

療養介護
重度障害者等包括支援
重度訪問介護

共同生活援助
共同生活介護

区役所保健福祉センター（主として児童家庭課）
◎第一次相談・支援の実施 ◎地域関係機関のネットワーク
◎早期発見～支援機関へのつなぎ ◎児童にかかる諸問題の正しい知識や対応、理解の促進

地域療育センター（児童発達支援センター）
◎医学的診断 ◎児童発達支援（通園） ◎地域活動
◎外来相談指導 ◎専門的療育支援 ◎家族支援
◎療育グループにおける支援

幼稚園・保育所
◎園生活による発達の遅れの気付き ⇒ 適切な接し方
◎保護者のサポート（相談・助言） ⇒ 関係機関へのつなぎ

児童相談所 ☆児童家庭相談に関する体制の充実・・・児童虐待への対応
◎相談機能（相談援助活動） ◎一時保護機能 ◎民法上の権限
◎措置機能（児童福祉法に基づく施設入所支援の利用申請受理・支給決定または措置決定）

発達障害者支援センター（川崎市発達相談支援センター）
◎専門的相談支援 ◎研修実施・普及啓発・支援機関間のコーディネート

5歳児健診

新生児聴覚検査

4歳児健診

わくわくプラザ

障害児・者日中一時預かり事業

障害者就労援助センター医学的・心理学的評価・診断・治療・助言・指導

◎専門的な助言／巡回相談

小学校・中学校・高校
〔発達障害等、支援困難児童の増加〕

◎子どもに寄り添う教育

特別支援教育（総合教育センター）
◎特別支援教育に関わる教育相談（児童・生徒とその保護者）
◎就学相談（5歳児とその保護者）
◎特別支援教育コーディネーター

区保健福祉センター（高齢・障害課）
◎障害者手帳の申請受理・発行 ◎障害福祉サービスの利用申請・支給決定
◎障害児通所支援の利用申請・支給決定

障害児相談支援事業者・・・通所サービスの利用に関する相談等

◎発達相談支援コーディネーターの養成研修

乳幼児期の身近な生活の場所である幼稚園・保育所において「気付き

からきめ細やかな支援」を実施するためのコーディネーターの養成

居宅介護／行動援護／短期入所／同行援護／重度訪問介護

こども家庭センター総合支援機能の充実
◎医師・OT.・PT.・ST.心理等専門職による総合支援体制

困難ケースへの専門的評価・指導・助言

平成25年7月29日初任者研修


